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はじめに

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, ix ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you work
on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of each warning to locate
its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-docfeedback@cisco.comまでご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたし
ます。
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第 1 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• 概要, 1 ページ

• Cisco UCS Centralユーザマニュアルのリファレンス, 1 ページ

概要
このガイドは、Cisco UCS Centralネットワーク管理で使用される次のコンポーネントの概念およ
び手順に関する情報を記載します。

•ポートおよびポートチャネル

•グローバル VLAN

• vNIC

•ネットワークポリシー

Cisco UCS Centralユーザマニュアルのリファレンス
リリース 1.4から、Cisco UCS Centralのユーザガイドは、複数の使用事例ベースのドキュメント
に分けられました。Cisco UCS Centralを理解および設定するのに適切なガイドを使用できます。

説明ガイド

Cisco UCSインフラストラクチャ、Cisco UCS
Manager、および Cisco UCS Centralについて簡
単に説明します。HTML5UIの概要、CiscoUCS
CentralにCiscoUCSドメインを登録する方法、
およびライセンスをアクティブにする方法を説

明します。

Cisco UCS Central Getting Started Guide
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説明ガイド

ユーザ管理、通信、ファームウェア管理、バッ

クアップ管理、SmartCallHomeなどの管理タス
クについて説明します。

Cisco UCS Central Administration Guide

パスワード、ユーザ、ロール、RBAC、
TACACS+、RADIUS、LDAP、SNMPなどの認
証タスクについて説明します。

Cisco UCS Central Authentication Guide

機器ポリシー、物理インベントリ、サービスプ

ロファイルとテンプレート、サーバプール、

サーバのブート、サーバポリシーなどのサーバ

管理について説明します。

Cisco UCS Central Server Management Guide

ポートとポートチャネル、VSANとvHBAの管
理、ストレージプール、ストレージポリシー、

ストレージプロファイル、ディスクグループ、

ディスクグループ設定などのストレージ管理に

ついて説明します。

Cisco UCS Central Storage Management Guide

ポートとポートチャネル、VLANと vNICの管
理、ネットワークプール、ネットワークポリ

シーなどのネットワーク管理について説明しま

す。

Cisco UCS Central Network Management Guide
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ポートおよびポートチャネル

• サーバとアップリンクポート, 3 ページ

• 統合ポート, 4 ページ

• Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのポート, 6 ページ

• ポートモード, 7 ページ

• ポートロール, 8 ページ

• ユニファイドポートの設定に関するガイドライン, 8 ページ

• ユニファイドポートの設定, 11 ページ

• ポートの設定, 11 ページ

• スケーラビリティとブレイクアウトポート, 18 ページ

• 設定されたポートの管理, 19 ページ

• ポートチャネルの作成, 20 ページ

• ピングループ, 23 ページ

• ファイバチャネルスイッチングモード, 25 ページ

• ポート設定ステータスの表示, 26 ページ

サーバとアップリンクポート
各ファブリックインターコネクトには、次のポートタイプを含めることができます。
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サーバポート

サーバポートは、ファブリックインターコネクトとサーバ上のアダプタカードとの間の

データトラフィックを処理します。

設定できるのは固定ポートモジュールのサーバポートだけです。拡張モジュールにはサー

バポートは含まれません。

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートは、ファブリックインターコネクトと次のレイヤのネッ

トワークとの間のイーサネットトラフィックを処理します。すべてのネットワーク行きの

イーサネットトラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

デフォルトでは、イーサネットポートは未設定です。ただし、次のようにして機能するよ

う設定できます。

•アップリンク

• FCoE

•アプライアンス

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

アップリンクファイバチャネルポート

アップリンクファイバチャネルポートは、ファブリックインターコネクトとストレージ

エリアネットワークの次のレイヤとの間のFCoEトラフィックを処理します。すべてのネッ
トワーク行きの FCoEトラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

デフォルトでは、ファイバチャネルポートがアップリンクです。ただし、ファイバチャネ

ルストレージポートとして動作するよう設定できます。これは、Cisco UCSに直接接続ス
トレージ（DAS）デバイスとの接続が必要な場合に役立ちます。

設定できるのは拡張モジュールのアップリンクファイバチャネルポートだけです。固定モ

ジュールには、アップリンクファイバチャネルポートは含まれません。

統合ポート
ユニファイドポートは、イーサネットとファイバチャネルトラフィックを伝送するように設定

できます。これらのポートは予約されていません。ポートを設定しなければ、Cisco UCSドメイ
ンはこれらのポートを使用できません。

次のファブリックインターコネクトのポートはすべて統合されます。

• Cisco UCS 6248 UPファブリックインターコネクト

• Cisco UCS 6296 UPファブリックインターコネクト

• Cisco UCS 6324 Fabric Interconnect
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• Cisco UCS 6332-16UPファブリックインターコネクト

ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設

定されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中

断されることがあります。ポートの設定後に、そのポートを無効にできます。

（注）

ユニファイドストレージポート

ユニファイドストレージは、イーサネットストレージインターフェイスおよび FCoEストレージ
インターフェイスと同じ物理ポートを構成しています。アプライアンスポートまたは FCoEスト
レージポートを固定モジュールまたは拡張モジュールのユニファイドストレージポートとして

設定できます。ユニファイドストレージポートを設定するには、ファブリックインターコネク

トをファイバチャネルスイッチングモードにする必要があります。

ユニファイドストレージポートでは、個々の FCoEストレージまたはアプライアンスインター
フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートに対してデフォルト以外の
VLANが指定されていない場合、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドストレージポート
のネイティブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートにデフォルト以外の
ネイティブ VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合、それがユニファイドス
トレージポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理
ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ

でアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージが物理ポー
トとともにダウン状態となります。これは、FCoEストレージがイネーブルになっている場
合でも同様です。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ
ポートでFCoEストレージインターフェイスをディセーブルにした場合、アプライアンスイ
ンターフェイスは正常に動作し続けます。

ユニファイドアップリンクポート

同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定した場
合、それらはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。FCoEまたはイーサネットイン
ターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する VFCがイネーブル
またはディセーブルになります。
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•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポート
がイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成している

物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします（FCoE
アップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクをディ
セーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクがイネーブルであ
れば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常に動作することが
できます。

Cisco UCS 6300 シリーズファブリックインターコネクト
のポート

Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectには、UCS Mini（Cisco UCS Managerリリース 3.0）、
および Cisco UCS 6332と 6332-16UPファブリックインターコネクト（Cisco UCS Managerリリー
ス 3.1）の Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectが含まれます。

次の表に、Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectのポート使用の概要を示します。

Cisco UCS 6332-16UPCisco UCS 6332Cisco UCS 6324（Cisco
UCS Mini）

ファブリックインター

コネクト名：

40ポートファブリック
インターコネクト

32ポートファブリック
インターコネクト

ユニファイドポートを

4つと拡張ポートを 1
つ備えたファブリック

インターコネクト

説明：

6（ポート 35～ 40）6（ポート 17～ 32）—40 GB固定インター
フェイスの数：

ブレークアウトケーブ

ルを使用するポート17
～ 34

ブレークアウトケーブ

ルを使用するポート 5
～ 26

すべて（All）1GB/10GBインター
フェイスの数（取り付

けられている SFPモ
ジュールの数による）

ポート 1～ 16なし4ユニファイドポート

（8Gbps、FC、FCoE）

Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectは、ポートのブレイクアウト機能をサポートしてい
ます。40Gポートを 4つの 10Gポートに変換する方法については、スケーラビリティとブレイ
クアウトポート, （18ページ）を参照してください。

（注）
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ポートモード
ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファイ

バチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ファブリックインターコネクトは、

自動的にはポートモードを検出しません。ポートモードは Cisco UCS Centralで設定します。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLANや VSANなど、そのポートの設定に関連付けられているオブジェクトはすべて削除さ
れます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートモードの変更のデータトラフィックへの影響

ポートモードの変更は、Cisco UCSドメインのデータトラフィックへの割り込みを引き起こす場
合があります。割り込みの長さや影響を受けるトラフィックは、Cisco UCSドメインの設定およ
びポートモード変更を行ったモジュールに依存します。

システム変更中のトラフィックの中断を最小限にするには、固定と拡張モジュールにファイバ

チャネルアップリンクポートチャネルを形成します。

ヒント

ポートモード変更の拡張モジュールへの影響

拡張モジュールのポートモードの変更後、モジュールを再起動します。拡張モジュールのポート

を通過するすべてのトラフィックは、モジュールのリブート中に約 1分間中断します。

ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には 2個のファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールへのポート
変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィックの影響

は、1つのファブリックインターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェールオーバー
するようサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

1つのファブリックインターコネクトの拡張モジュール上のポートモードを変更し、第 2のファ
ブリックインターコネクトのポートモードを変更する前のリブートを待つ場合、次のことが発生

します。

•サーバ vNICのフェールオーバーでは、トラフィックは他のファブリックインターコネクト
にフェールオーバーし、中断は発生しません。

•サーバ vNICのフェールオーバーがない場合、ポートモードを変更したファブリックイン
ターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクト

がリブートする約 8分間中断されます。

両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールのポートモードを同時に変更すると、

ファブリックインターコネクトによるすべてのデータトラフィックが、ファブリックインター

コネクトがリブートする約 8分間中断されます。
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ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリックインターコネクトが 1つだけあります。固定モジュールへ
のポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリックイン

ターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトがリブート

する約 8分間中断されます。

ポートロール
ポートロールは、ユニファイドポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義しま

す。

リストされている全ポートロールは、固定モジュールと拡張モジュールの両方で設定可能です。

そこにはサーバポートも含まれますが、これは 6200以降のシリーズファブリックインターコネ
クト拡張モジュールで設定可能です。

イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートは、デフォルトでアップリンクイー

サネットポートロールに設定されます。ファイバチャネル（FC）ポートモードに変更されたユ
ニファイドポートは、FCアップリンクポートロールに設定されます。FCポートの設定解除はで
きません。

ポートロール変更時のリブートは不要です。

イーサネットにポートモードを設定すると、次のポートロールを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

• FCoEストレージポート

• FCoEアップリンクポート

•アプライアンスポート

FCにポートモードを設定すると、次のポートロールを設定できます。

• FCアップリンクポート

• FCストレージポート

ユニファイドポートの設定に関するガイドライン
ユニファイドポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ユニファイドポートは、6100シリーズのファブリックインターコネクトではサポートされませ
ん。
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ポートモードの配置

CiscoUCSCentralGUIインターフェイスは固定または拡張モジュールのユニファイドポートのポー
トモードの設定に、スライダーを使用するため、ポートモードのユニファイドポートへの割り

当て方法を制限する次の制約事項が自動的に適用されます。Cisco UCS Central CLIインターフェ
イスを使用する場合は、トランザクションをシステム設定にコミットするときに次の制約事項が

適用されます。ポートモードの設定が次の制約事項のいずれかに違反している場合、Cisco UCS
Central CLIによってエラーが表示されます。

•イーサネットポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールについて
（固定または拡張）、イーサネットポートブロックは最初のポートから開始し、偶数ポー

トで終了する必要があります。

•ファイバチャネルポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールにつ
いて（固定または拡張）、ファイバチャネルポートブロック内の最初のポートは最後のイー

サネットポートの後に続き、モジュール内の残りのポートを含むよう拡張する必要がありま

す。ファイバチャネルポートだけを含む設定では、ファイバチャネルブロックは、固定ま

たは拡張モジュールの最初のポートから開始する必要があります。

•イーサネットおよびファイバチャネルポートの交替は、単一モジュール上ではサポートさ
れていません。

有効な設定例：イーサネットポートモードに設定された固定モジュールにユニファイドポート

1～ 16を含み、ファイバチャネルポートモードにポート 17～ 32を含む。拡張モジュールでは、
ポート 1～ 4をイーサネットポートモードに設定し、ポート 5～ 16をファイバチャネルモード
に設定できます。このポート割り当ては各個別モジュールの規則に準拠しているため、ポートタ

イプ（イーサネットポートとファイバチャネルポート）の交替に関する規則に違反していませ

ん。

無効な設定例：ポート 16から始まるファイバチャネルポートのブロックが含まれている。ポー
トの各ブロックは奇数ポートから開始する必要があるため、ポート17からブロックを開始しなけ
ればなりません。

各ファブリックインターコネクトで設定可能なアップリンクイーサネットポートおよびアッ

プリンクイーサネットポートチャネルメンバの総数は、最大 31に制限されています。この
制限には、拡張モジュールで設定されるアップリンクイーサネットポートおよびアップリン

クイーサネットポートチャネルメンバも含まれます。

6300シリーズファブリックインターコネクト上の 40 GBポートでは、拡張モジュールの設定
はサポートされていません。

（注）
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ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トに関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートを使用する際に従

うべき注意事項とガイドラインです。

• FCoEおよびユニファイドアップリンクポートでデフォルトでないネイティブVLANを設定
する必要があります。この VLANは、トラフィックには使用されません。Cisco UCS Central
はこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlanを再利用します。この
fcoe-storage-native-vlanは、FCoEおよびユニファイドアップリンクでネイティブ VLANとし
て使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルトで
ない VLANを設定しないと、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドアップリンクポートの
ネイティブ VLANとして割り当てられます。イーサネットポートにネイティブ VLANとし
て指定されているデフォルトでないネイティブ VLANがある場合、ユニファイドアップリ
ンクポートのネイティブ VLANとしてこれが割り当てられます。

•イーサネットポートチャネル下でメンバポートを作成または削除すると、CiscoUCSCentral
は FCoEポートチャネル下で自動的にメンバポートを作成または削除します。FCoEポート
チャネルでメンバポートを作成または削除する場合も同じことが起こります。

•サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEストレージな
どのスタンドアロンポートとしてイーサネットポートを設定し、それをイーサネットまた

は FCOEポートチャネルのメンバポートにすると、Cisco UCSCentralは自動的にこのポート
をイーサネットと FCoEポートチャネル両方のメンバにします。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたはFCoEストレー
ジのメンバからメンバポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Centralはイーサ
ネットポートチャネルと FCoEポートチャネルから対応するメンバポートを削除し、新し
いスタンドアロンポートを作成します。

•ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのインター
フェイスを作成するときは、1つだけライセンスがチェックされます。どちらかのインター
フェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のインターフェ

イスがユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポートでディセー

ブルの場合にのみライセンスが解放されます。

• CiscoUCS6100シリーズファブリックインターコネクトスイッチは、同一のダウンストリー
ム NPVスイッチ側の 1VFまたは 1VF-POのみをサポートできます。
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ユニファイドポートの設定

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Operations]アイコンをクリックし、[Unified Port Configuration]を選択します。

ステップ 3 マウスを使用して、使用するポートモード設定が表示されるまで、バーに沿ってスライダをドラッグしま

す。

ポートは次のように表示されます。

•イーサーネットポートは緑色で表示されます。

• FCポートは紫色で表示されます。

•無効なポートはくすんだ緑色または紫色で表示されます。

サーバによっては、イーサネットと FCポートのスライダが入れ替わっている場合もありま
す。

（注）

ステップ 4 [Configure]をクリックします。
ユニファイドポートを設定すると、FIがリブートし、Cisco UCSドメインのデータトラフィッ
クが中断する可能性があります。

（注）

ポートの設定

Cisco UCSManagerの 3.1より前のリリースで設定されていたポートは、Cisco UCSCentralのリ
リース 1.3ではサポートされていましたが、Cisco UCS Centralの 1.3より後のリリースではサ
ポートされていません。これらのポートの追加設定は、Cisco UCS Managerで行う必要があり
ます。

（注）

はじめる前に

• Cisco UCS Managerのリリース 3.1以降を実行している必要があります。

•すべての Cisco UCS Managerドメインが Cisco UCS Centralドメイングループに含まれている
必要があります。
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•ポートの設定は、Cisco UCS Managerの [Policy Resolution Control]ページで [Global]に設定す
る必要があります。

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで [Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の [Operations]アイコンをクリックし、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで [Server]を選択します。

ステップ 6 ポートの [Role]を選択します。
イーサーネットポートでは、これは次のいずれかになります。

• [Appliance]：アプライアンスポートの設定, （12ページ）を参照してください。

• [FCoE Storage]： FCoEストレージポートの設定, （14ページ）を参照してください。

• [FCoE Uplink]： FCoEアップリンクポートの設定, （15ページ）を参照してください。

• [Server]：サーバポートの設定, （15ページ）を参照してください。

• [Uplink]：アップリンクポートの設定, （16ページ）を参照してください。

FCポートでは、これは次のいずれかになります。

• [FC Storage]： FCストレージポートの設定, （17ページ）を参照してください。

• [FC Uplink]： FCアップリンクポートの設定, （17ページ）を参照してください。

ステップ 7 選択項目ごとに必要なフィールドに値を入力します。

ステップ 8 [Save（保存）]をクリックします。

アプライアンスポートの設定

アプライアンスのポートは、直接接続されたNFSストレージにファブリックインターコネクトを
接続するために使用されます。
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設定を FCoEストレージポートからアプライアンスポートに変更する場合、管理ユーザは、
ポートをアプライアンス専用にするのか、それともユニファイドストレージにするのかを選

択できます。

（注）

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで [Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の [Operations]アイコンをクリックし、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで [Appliance]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、次の手順を実行します。
a) [Interface User Label]を入力します。
b) ポートの速度を選択します。
c) このインターフェイスに関連付けられているサービス品質設定を選択します。次のいずれかになりま
す。

• [Platinum]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Gold]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Silver]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Bronze]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [BestEffort]：このプライオリティを使用しないでください。ベーシックイーサネットトラフィッ
クレーンのために予約されています。

• [Fibre Channel]：この優先順位は、vHBAトラフィックのみに使用します。

ステップ 7 [Policies]タブで、フロー制御ポリシー、ピングループ、およびネットワーク制御ポリシーを選択します。
アプライアンスタイプのネットワーク制御ポリシーのみサポートされており、アプライアンス

ポートの設定に使用できます。

（注）

ステップ 8 [VLANs]タブで、ポートが [Truck]ポートと [Access]ポートのどちらになるかを選択し、ポートに割り当
てる VLANを選択します。

•トランクポートでは複数のVLANを使用でき、VLANによるトランクリンク上のスイッチ間の伝送
が可能です。

•アクセスポートにはVLANが1つあり、エンドポイントに接続されます。VLANがプライマリVLAN
の場合、セカンダリ VLANが必要です。

選択した VLANは、[VLANs from System]カラムに表示されます。Cisco UCS Managerで作成した VLAN
は、[VLANs Configured on Domain]カラムに表示されます。
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アプライアンスタイプのVLANのみサポートされており、アプライアンスポートの設定に使用
できます。

（注）

ステップ 9 [Ethernet Target Endpoint]タブで [Enabled]をクリックし、エンドポイントの [Name]と [MAC Address]を入
力します。

イーサネットターゲットエンドポイントはデフォルトで無効になっています。

ステップ 10 [Save（保存）]をクリックします。

FCoE ストレージポートの設定
Fibre Channel over Ethernet（FCoE）ストレージポートを使用すると、ファイバチャネル（FC）ト
ラフィックとイーサネットトラフィックの両方を伝送する、2つの別々のリンクから 1つのスト
レージへのストレージ統合が可能になります。

設定をアプライアンスポートから FCoEストレージポートに変更する場合、管理ユーザは、
ポートをFCoEストレージ専用にするのか、それともユニファイドストレージにするのかを選
択できます。

（注）

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで [Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の [Operations]アイコンをクリックし、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで [FCoE Storage]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、[Interface User Label]に入力します。

ステップ 7 [VSAN]タブで、ポートに割り当てる VSANを選択します。
選択した VSANは、[VSAN]カラムに表示されます。Cisco UCS Managerで作成した VSANは、[VSAN on
Domain]カラムに表示されます。

ストレージタイプの VSANのみサポートされており、FCoEストレージポートの設定に使用で
きます。

（注）

ステップ 8 [Save（保存）]をクリックします。
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FCoE アップリンクポートの設定
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインターコ
ネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイスです。

このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックとファイバ

チャネルトラフィックの両方を伝送できます。

設定をアップリンクポートから FCoEアップリンクポートに変更する場合、管理ユーザは、
ポートをFCoEアップリンク専用にするのか、それともユニファイドアップリンクにするのか
を選択できます。

（注）

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで [Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の [Operations]アイコンをクリックし、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで [FCoE Uplink]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、[Interface User Label]に入力します。

ステップ 7 [Policies]タブで、ポートに割り当てるリンクプロファイルポリシーを選択します。

ステップ 8 [Save（保存）]をクリックします。

サーバポートの設定

サーバポートは、ファブリックインターコネクトとサーバ上のアダプタカードとの間のデータ

トラフィックを処理します。サーバポートは、6200シリーズおよび 6300シリーズのファブリッ
クインターコネクト拡張モジュールだけで設定できます。

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで [Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の [Operations]アイコンをクリックし、[Configure Port]を選択します。
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選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで [Server]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、[Interface User Label]に入力します。

ステップ 7 [Save（保存）]をクリックします。

アップリンクポートの設定

イーサネットアップリンクポートは,外部 LANスイッチに接続します。ネットワーク行きのイー
サネットトラフィックは、これらのポートのいずれかにピン接続されます。

設定を FCoEアップリンクポートからアップリンクポートに変更する場合、管理ユーザは、
ポートをアップリンク専用にするのか、それともユニファイドアップリンクにするのかを選

択できます。

（注）

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで [Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の [Operations]アイコンをクリックし、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで [Uplink]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、次の手順を実行します。
a) [Interface User Label]を入力します。
b) ポートの速度を選択します。

ステップ 7 [VLANs]タブで、ポートに割り当てる VLANを選択します。
選択した VLANは、[VLANs from System]カラムに表示されます。Cisco UCS Managerで作成した VLAN
は、[VLANs Configured on Domain]カラムに表示されます。

LANタイプの VLANのみサポートされており、アップリンクポートの設定に使用できま
す。

（注）

ステップ 8 [Policies]タブで、フロー制御ポリシーとリンクプロファイルを選択します。

ステップ 9 [Save（保存）]をクリックします。
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FC ストレージポートの設定
FCストレージポートを使用すると、FCストレージデバイスを FI上のポートに直接接続するこ
とができます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで [Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の [Operations]アイコンをクリックし、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンで [FC Storage]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、[Interface User Label]に入力して塗りつぶしパターンを選択します。

ステップ 7 [VSAN]タブで、ポートに割り当てる VSANを選択します。
選択した VSANは、[VSAN]カラムに表示されます。Cisco UCS Managerで作成した VSANは、[VSAN on
Domain]カラムに表示されます。

ストレージタイプの VSANのみサポートされており、FCストレージポートの設定に使用でき
ます。

（注）

ステップ 8 [Save（保存）]をクリックします。

FC アップリンクポートの設定
FCアップリンクポートを使用すると、外部 SANスイッチに接続することができます。

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで [Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 設定するポートを選択します。

ステップ 4 右端の [Operations]アイコンをクリックし、[Configure Port]を選択します。
選択したポートの [Configure Port]ページが表示されます。
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ステップ 5 [Role]ドロップダウンで [FC Uplink]を選択します。

ステップ 6 [Basic]タブで、[Interface User Label]に入力して塗りつぶしパターンを選択します。

ステップ 7 [VSAN]タブで、ポートに割り当てる VSANを選択します。
選択した VSANは、[VSAN from System]カラムに表示されます。Cisco UCS Managerで作成した VSAN
は、[VSAN Configured on Domain]カラムに表示されます。

SANタイプの VSANのみサポートされており、FCアップリンクポートの設定に使用できま
す。

（注）

ステップ 8 [Save（保存）]をクリックします。

スケーラビリティとブレイクアウトポート
CiscoUCS 6300シリーズ Fabric Interconnectは、4つの 10ギガビットイーサネットポートのグルー
プに分割可能なスケーラビリティポートを備えています。この構成には、ファブリックインター

コネクトと接続する 1つの 40 GB QSFP+が一方の端にあり、10 GBの接続をサポートする異なる
エンドポイントに接続する 4つの 10 GBポートが他方の端にある、Small Form-Factor Pluggable
（SPF）アダプタが必要です。

• Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectは、サポート対象の Cisco UCSラックサーバ、アプライア
ンスポート、または FCoEストレージポート用のライセンスサーバポートとして使用でき
る、1つのスケーラビリティポートを備えています。

• Cisco UCS 6332およびCisco UCS 6332-16 UPファブリックインターコネクトは、10ギガビッ
トイーサネットポートに分割することができる、複数の 40ギガビットイーサネットポー
トを備えています。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要です。

ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポートについて

は、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ブレイクアウトポートの設定が終了したら、必要に応じて、サーバ、アップリンク、FCoEアッ
プリンク、FCoEストレージ、またはアプライアンスポートとして各 10 GBサブポートを設定で
きます。

次の表に、Cisco UCS 6332および 6332-16UPファブリックインターコネクトのブレークアウト機
能の制約事項の概要を示します。
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ブレイクアウトをサポートしな

い標準ポート

ブレイクアウト設定可能なポー

ト

ファブリックインターコネク

ト

13～ 14、27～ 32

（注） •自動ネゴシエー
ト動作は、ポー

ト 27～ 32では
サポートされま

せん。

• QoSジャンボフ
レームを使用す

る場合は最大 4
つのポートをブ

レイクアウト

ポートとして使

用できます。

1～ 12、15～ 26UCS-FI-6332

1～ 16、35～ 40

（注） •自動ネゴシエー
ト動作は、ポー

ト 35～ 40では
サポートされま

せん。

• QoSジャンボフ
レームを使用す

る場合は最大 4
つのポートをブ

レイクアウト

ポートとして使

用できます。

17～ 34UCS-FI-6332-16UP

設定されたポートの管理

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Fabric Interconnect]ページで [Ports]タブをクリックします。

ステップ 3 変更対象となる設定されたポートを選択します。

ステップ 4 右端の [Operations]アイコンをクリックします。

ステップ 5 次のいずれかを選択します。
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[Configuration Status]：ポートのステータスを表示します。•

• [Configure Port]：ポートの設定を変更できるようにします。

• [Unconfigure Port]：ポート設定情報を削除します。ポートの設定を解除すると、そのポートを使用し
ているすべてのトラフィックが停止します。

• [Enable Port]：ポートの管理ステートを有効に設定します。ポートが無効の場合にのみ表示されま
す。

• [Disable Port]：ポートの管理ステートを無効に設定します。ポートが有効の場合にのみ表示されま
す。

• [Unconfigure Breakout Port]：4つの 10GbEポートを単一の 40GbEポートに結合します。

• [Configure as Breakout Port]：ポートをスケーラビリティポートに変換します。このポートは、4つの
10GbEポートに分割することができます。

ステップ 6 必要に応じてフィールドに入力します。

ポートチャネルの作成

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Operations]アイコンをクリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 3 [Basic]で、作成するポートチャネルのタイプを選択します。
次のいずれかになります。

• [Ethernet]：イーサネットポートチャネルの作成または編集, （21ページ）を参照してください。

• [FC]： FCポートチャネルの作成または編集, （21ページ）を参照してください。

• [FCoE]： FCoEポートチャネルの作成または編集, （22ページ）を参照してください。

• [Appliance]：アプライアンスポートチャネルの作成または編集, （22ページ）を参照してくださ
い。

ステップ 4 選択項目ごとに必要なフィールドに値を入力します。

ステップ 5 [Save（保存）]をクリックします。
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イーサネットポートチャネルの作成または編集

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Operations]アイコンをクリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 3 [Basic]で [Ethernet]を選択し、以下の操作を行います。
a) [Port ID]、[Name]、およびオプションの [Description]に入力します。
b) 管理速度と、自動ネゴシエーションを有効にするかを選択します。

ステップ 4 [Policies]をクリックし、ポートに割り当てるフロー制御と VLANポリシーを選択します。

ステップ 5 [VLANs]をクリックし、ポートに割り当てる VLANを選択します。
選択した VLANは、[VLANs from System]カラムに表示されます。Cisco UCS Managerで作成した VLAN
は、[VLANs Configured on Domain] カラムに表示されます。

ステップ 6 [Ports]をクリックし、プラスアイコンをクリックしてポートチャネルにポートを追加します。

ステップ 7 [Save（保存）]をクリックします。

FC ポートチャネルの作成または編集

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Operations]アイコンをクリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 3 [Basic]で [FC]を選択し、以下の操作を行います。
a) [Port ID]、[Name]、およびオプションの [Description]に入力します。
b) ポートチャネルの [Admin Speed]を選択します。

ステップ 4 [VSAN]をクリックし、ポートに割り当てる VSANを選択します。
選択した VSANは、[VSAN from System]カラムに表示されます。Cisco UCS Managerで作成した VSAN
は、[VSAN Configured on Domain]カラムに表示されます。

ステップ 5 [Ports]をクリックし、プラスアイコンをクリックしてポートチャネルにポートを追加します。

ステップ 6 [Save（保存）]をクリックします。
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FCoE ポートチャネルの作成または編集

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Operations]アイコンをクリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 3 [Basic]で [FCoE]を選択します。

ステップ 4 [Port Channel ID]、[Name]、およびオプションの [Description]に入力します。

ステップ 5 [Policies]をクリックし、ポートに割り当てる LACPポリシーを選択します。

ステップ 6 [Ports]をクリックし、プラスアイコンをクリックしてポートチャネルにポートを追加します。

ステップ 7 [Save（保存）]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルの作成または編集

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 [Operations]アイコンをクリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 3 [Basic]で [Appliance]を選択し、次の手順を実行します。
a) [Port Channel ID]、[Name]、およびオプションの [Description]に入力します。
b) 管理速度と、[Static]モードと動的な [LACP]のどちらを使用するかを選択します。
c) このインターフェイスに関連付けられている QoSの [Priority]を選択します。次のいずれかになりま
す。

• [Platinum]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Gold]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Silver]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [Bronze]：このプライオリティは、vNICトラフィックのみに使用します。

• [BestEffort]：このプライオリティを使用しないでください。ベーシックイーサネットトラフィッ
クレーンのために予約されています。

• [Fibre Channel]：この優先順位は、vHBAトラフィックのみに使用します。

ステップ 4 [Policies]をクリックし、ポートに割り当てるフロー制御ポリシー、ネットワーク制御ポリシー、およびピ
ングループを選択します。

ステップ 5 [VLANs]をクリックし、ポートに割り当てる VLANを選択します。
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選択した VLANは、[VLANs from System]カラムに表示されます。Cisco UCS Managerで作成した VLAN
は、[VLANs Configured on Domain]カラムに表示されます。

ステップ 6 [Ethernet Target Endpoint]をクリックし、[Enabled]をクリックして、エンドポイントの [Name]と [MAC
Address]を入力します。
イーサネットターゲットエンドポイントはデフォルトで無効になっています。

ステップ 7 [Ports]をクリックし、プラスアイコンをクリックしてポートチャネルにポートを追加します。

ステップ 8 [Save（保存）]をクリックします。

ピングループ

LAN ピングループ

Cisco UCSは LANピングループを使用して、サーバ上の vNICから、ファブリックインターコネ
クトのアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルに、イーサネットトラフィック

をピン接続します。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。

サーバにピン接続を設定するには、LANピングループを vNICポリシーにインクルードする必要
があります。その後、vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイルに
取り込まれます。vNICからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して所定のアップ
リンクイーサネットポートに進みます。

vNICポリシーを使用してピングループがサーバインターフェイスに割り当てられていない場
合、CiscoUCSCentralはそのサーバインターフェイスからのトラフィックに対するアップリン
クイーサネットポートまたはポートチャネルを動的に選択します。この選択は永続的ではあ

りません。インターフェイスフラップまたはサーバのリブートの後は、そのサーバインター

フェイスからのトラフィックに対して別のアップリンクイーサネットポートまたはポート

チャネルが使用される可能性があります。

アップリンクが LANピングループに属している場合、そのアップリンクは所属グループ専用
に予約されているわけではありません。LANピングループを指定していない他の vNICポリ
シーは、動的なアップリンクとしてそのアップリンクを使用できます。

（注）

SAN ピングループ

Cisco UCSでは、SANピングループを使用して、サーバ上の vHBAからのファイバチャネルト
ラフィックがファブリックインターコネクト上のアップリンクファイバチャネルポートへピン

接続されます。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。
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ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ピン接続をサーバに設定するには、SANピングループを vHBAポリシーに含める必要がありま
す。その後、vHBAポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイルに取り込ま
れます。vHBAからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して、指定されたアップリ
ンクファイバチャネルへ移動します。

同じピングループを複数の vHBAポリシーに割り当てられます。したがって、vHBAごとに手動
でトラフィックをピン接続する必要はありません。

既存の SANピングループのターゲットインターフェイスを変更すると、そのピングループ
を使用するすべての vHBAのトラフィックが中断されます。ファイバチャネルプロトコルで
トラフィックを再びピン接続するために、ファブリックインターコネクトからログインとロ

グアウトが実行されます。

重要

ピングループの作成

LANまたは SANのピングループを作成できます。

ステップ 1 検索バーで [Search]アイコンをクリックして、[Domains]を選択します。

ステップ 2 ピングループを作成するドメインをクリックします。

ステップ 3 ドメインページで、[Operations]アイコンをクリックして、[Create Pin Group]を選択します。
これにより、[Create Pin Group]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 4 [Basic]で、LANピングループまたは SANピングループを作成するかどうかを選択します。

ステップ 5 [Name]とオプションの [Description]を入力します。

ステップ 6 [Fabric A Target]で、ポートを手動で選択するのか既存のポートチャネルを選択するのかを選択します。

ステップ 7 [Manual]を選択した場合、ポートを選択します。
LANピングループの場合、イーサネットアップリンクポートだけが表示されます。SANピングループ
の場合、FCおよび FCoEアップリンクポートだけが表示されます。

ステップ 8 [Port Channel]を選択した場合は、既存のポートチャネルを選択します。
LANピングループの場合、イーサネットポートチャネルだけが表示されます。SANピングループの場
合、FCおよび FCoEポートチャネルだけが表示されます。

ステップ 9 [Fabric B Target]では、ポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 10 [Create]をクリックします。
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ファイバチャネルスイッチングモード
ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装置

としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリックイン

ターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードを使用すると、ファブリックインターコネクトは、仮想ホストバスアダプ

タ（vHBA）を介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されているファ
イバチャネルネットワークに対するエンドホストとして動作することができます。この動作は、

vHBAをファイバチャネルポートアダプタにピン接続することにより実現されます（動的なピン
接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ファイバチャネルポートはファブリック

の残りの部分に対してサーバポート（Nポート）となります。エンドホストモードの場合、ファ
ブリックインターコネクトは、アップリンクポートがトラフィックを相互に転送するのを拒否す

ることでループを回避します。

エンドホストモードはNポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォルトの
ファイバチャネルスイッチングモードです。

エンドホストモードを有効にした場合、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートに固
定ピン接続されていて、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vHBAを
ピン接続し直すことはできず、その vHBAはダウンしたままになります。

（注）

スイッチモード

スイッチモードは従来のファイバチャネルスイッチングモードです。スイッチモードを使用し

て、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続することができます。ファ

イバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（たとえば、ストレージに直接接
続された 1つの Cisco UCSドメイン）ポッドモデル、または SANが存在する（アップストリー
ムMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファブリックインターコネクトで、FCエンドホストモードと FCスイッチモードのいずれかを
使用するように設定できます。デフォルトでは、FIはエンドホストモードに設定されています。
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ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Centralによりログアウトと
ファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ設定では、CiscoUCSCentral
により両方のファブリックインターコネクトが順番に再起動されます。2つめのファブリック
インターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードに変更され、システムが使用でき

るようになるまでには数分間かかります。

（注）

ステップ 1 [Search]アイコンから [Fabric Interconnects]を選択します。
[All Fabric Interconnects]ページが表示されます。

ステップ 2 [All Fabric Interconnects]ページで、設定するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 3 FIの詳細ビューで [Operations]アイコンをクリックし、FCスイッチングモードを選択します。
エンドホストモードを使用する場合、[Set FC Switching Mode]が表示されます。FCスイッチングモード
を使用する場合、[Set FC End-Host Mode]が表示されます。

ステップ 4 警告ページで [Yes]をクリックし、設定を変更して FIを再起動します。

ポート設定ステータスの表示

ステップ 1 検索バーで、[Search]アイコンをクリックして、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 2 表示するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 3 [Fabric Interconnect]ページで [Ports]タブをクリックします。

ステップ 4 設定ステータスを表示するポートを選択します。

ステップ 5 右端の [Operations]アイコンをクリックし、[Configuration Status]を選択します。
選択したポートの [Configuration Status]ページが表示されます。

ステップ 6 [Close]をクリックして、ウィンドウを閉じます。
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第 3 章

グローバル VLAN

• グローバル VLAN, 27 ページ

• VLANの作成または編集, 28 ページ

• VLAN範囲の作成または編集, 29 ページ

• VLANアクセスの管理, 30 ページ

グローバル VLAN
CiscoUCSCentralを使用すれば、ドメイングループルートまたはドメイングループレベルでLAN
クラウド内にグローバル VLANを定義することができます。1回の操作で 1つの VLANまたは複
数の VLANを作成できます。

グローバルサービスプロファイルの展開前に、CiscoUCSCentralでグローバルVLANの解決が行
われます。グローバルサービスプロファイルがグローバル VLANを参照し、その VLANが存在
しない場合は、リソース不足が原因でCisco UCSドメインでのグローバルサービスプロファイル
の展開は失敗します。Cisco UCS Centralで作成されたすべてのグローバル VLANがそのグローバ
ルサービスプロファイルの展開前に解決されている必要があります。

グローバル VLANは、グローバル VLANへの参照を含むグローバルサービスプロファイルがそ
の UCSドメイン内に展開されていない場合でも、Cisco UCS Managerで使用できます。

また、グローバル VLANは、それを参照しているグローバルサービスプロファイルが削除さ
れても、削除されません。

（注）

グローバル VLANを Cisco UCS Managerから削除することはできません。グローバル VLANを
Cisco UCS Managerから削除する場合は、VLANをローカライズしてから削除する必要がありま
す。
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VLAN の組織の権限

Cisco UCS Centralで設定されたすべての VLANは、VLANが作成された組織に共通しています。
組織の一部である Cisco UCS Managerインスタンスがリソースをコンシュームできるようにする
には、組織の権限を割り当てる必要があります。VLANに組織の権限を割り当てると、それらの
組織がVLANを認識できるようになり、組織の一部であるCiscoUCSManagerインスタンスによっ
て保守されるサービスプロファイルでそれらの VLANを参照できます。

VLAN名前解決は、各ドメイングループの階層内で行われます。複数のドメイングループに同名
のVLANが存在している場合、組織の権限は、それらのドメイングループで同名のすべてのVLAN
に適用されます。

VLANの組織の権限を作成、変更、または削除できます。

VLANの組織の権限を削除する場合は、必ずその権限を作成した組織から削除してください。
Cisco UCS Central GUIでは、この VLANが関連付けられている組織の構造を確認できます。
ただし、Cisco UCS Central CLIのサブ組織レベルでは、VLAN組織権限関連付け階層を表示で
きないため、Cisco UCS Central CLIのサブ組織レベルでVLANを削除しようとすると、削除操
作が失敗します。

（注）

VLAN の作成または編集
ドメイングループルートまたは特定のドメイングループレベルで VLANを作成し、VLANにア
クセス可能な組織を指定できます。

選択したVLANの [VLAN ID]、[Multicast Policy]、およびコントロールに対するアクセスを編集で
きます。ドメイングループ内で VLANを作成すると、[Domain Group Location]または [VLAN
Name]を変更できなくなります。

VLANの作成に関するビデオを表示するには、Video: Creating a VLAN and Assigning Org Permission
をご覧ください。

ステップ 1 タスクバーで、「Create VLAN」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create VLAN]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、[Domain Group Location]をクリックして、この VLANを作成する場所を選択します。

ステップ 3 この VLANの [Name]を入力します。
VLAN名は大文字と小文字が区別されます。

Cisco UCS Centralで VLANを作成するときに defaultという名前を使用しないでください。グロー
バルデフォルト VLANを作成する場合は、名前に globalDefaultを使用できます。

重要

ステップ 4 [VLAN ID]を入力します。
VLAN IDには次の値を入力できます。

• 1～ 3967
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登録された Cisco UCSドメインに UCS Managerバージョン 2.2(4)以降が存在する場合は、
IDの範囲を 1～ 4027にすることができます。

（注）

• 4048～ 4093

•他のドメイングループですでに定義されている他の VLAN IDと重複する ID

ステップ 5 （任意） [Check VLAN Name Overlap]と [Check VLAN ID Overlap]を有効にしてオーバーラップを識別す
るかどうかを選択します。

ステップ 6 （任意） [Multicast Policy]とこのVLANを関連付ける場合は、マルチキャストポリシー名を入力します。
Cisco UCS Centralがマルチキャストポリシーを特定して、それをバックエンドで VLANにアタッチしま
す。

ステップ 7 [Private VLAN]で [Sharing Type]をクリックし、VLANがプライベート VLANとセカンダリ VLANのどち
らに分かれるのかを決定します。次のいずれかになります。

• [None]：この VLANにセカンダリまたはプライベート VLANはありません。

• [Primary]：この VLANには、1つ以上のセカンダリ VLANを関連付けることができます。

• [Isolated]：これはプライベート VLANです。これが関連付けられるプライマリ VLANを、[Primary
VLAN]ドロップダウンリストで選択します。

• [Community]：この VLANは、無差別ポートおよび同じ PVLAN内の他のポートと通信できます。こ
れが関連付けられるプライマリ VLANを、[Primary VLAN]ドロップダウンリストで選択します。

ステップ 8 [Access Control]で、プラス記号をクリックして、使用可能な組織を表示します。

ステップ 9 組織を選択して、チェックマークをクリックし、選択した組織をこの VLANの [Permitted Orgs]として適
用します。

ステップ 10 [Aliased VLANs]で、既存の VLANを表示して、同じ名前の VLANが存在するかどうかを確認できます。

ステップ 11 [Create]をクリックします。

VLAN 範囲の作成または編集

ステップ 1 [Actions]バーで次のように入力します。で「Create VLAN Range」と入力して、Enterを押します。

ステップ 2 [VLAN Range]ダイアログボックスで [Basic]をクリックして、この VLANを作成する [Domain Group
Location]を選択します。

ステップ 3 この VLAN範囲の [Name Prefix]を入力します。

ステップ 4 [VLAN ID]を入力します。
VLAN IDには次の値を入力できます。
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• 1～ 3967

• 4048～ 4093

•他のドメイングループですでに定義されている他の VLAN IDと重複する ID

例：

たとえば、IDが 4、22、40、41、42、および 43の 6つの VLANを作成するには、4, 22, 40-43を入力しま
す。

ステップ 5 （任意） [Check VLAN Name Overlap]と [Check VLAN ID Overlap]を有効にしてオーバーラップを識別す
るかどうかを選択します。

ステップ 6 （任意） [Multicast Policy]とこの VLAN範囲を関連付ける場合は、マルチキャストポリシー名を入力し
ます。

Cisco UCS Centralがマルチキャストポリシーを特定して、それをバックエンドで VLAN範囲にアタッチ
します。

ステップ 7 [Private VLAN]で [Sharing Type]をクリックし、VLANがプライベート VLANとセカンダリ VLANのどち
らに分かれるのかを決定します。次のいずれかになります。

• [None]：この VLANにセカンダリまたはプライベート VLANはありません。

• [Primary]：この VLANには、1つ以上のセカンダリ VLANを関連付けることができます。

• [Isolated]：これはプライベート VLANです。これが関連付けられるプライマリ VLANを、[Primary
VLAN]ドロップダウンリストで選択します。

• [Community]：この VLANは、無差別ポートおよび同じ PVLAN内の他のポートと通信できます。こ
れが関連付けられるプライマリ VLANを、[Primary VLAN]ドロップダウンリストで選択します。

ステップ 8 [Access Control]で、プラス記号をクリックして、使用可能な組織を表示します。

ステップ 9 組織を選択して、チェックマークをクリックし、選択した組織をこの VLANの [Permitted Orgs]として適
用します。

ステップ 10 [Aliased VLANs]で、既存の VLANを表示して、同じ名前の VLANが存在するかどうかを確認できます。

ステップ 11 [Create]をクリックします。

VLAN アクセスの管理
[Manage VLAN Access]ダイアログボックスで、1つ以上の VLANに権限を同時に追加または削除
できます。
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ダイアログボックスを開いて閉じるまでにできる操作は、アクセスの追加または削除の一方だ

けです。両方の操作を行う場合は、ダイアログボックスを再起動する必要があります。

（注）

ステップ 1 タスクバーで、「Manage VLAN Access」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Manage VLAN Access]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 VLANにアクセス権限を追加するには、次の手順に従います。
a) [Add Org Permissions]をクリックします。
b) VLAN名を選択するか、または VLANをフィルタ処理するために使用する範囲を選択し、[Search]を
クリックします。

c) 権限変更の対象となる VLANのチェックボックスをクリックするか、またはページですべての VLAN
を選択するための最上部チェックボックスを選択します。

d) プラスアイコンをクリックし、権限を付与する組織を選択します。

ステップ 3 VLANへのアクセス権限を削除するには、次の手順を実行します。
a) [Remove Org Permissions]をクリックします。
b) アクセス権限を削除する組織を選択します。
c) VLAN名を選択するか、または VLANをフィルタ処理するために使用する範囲を選択し、[Search]を
クリックします。

d) 権限削除の対象となる VLANのチェックボックスをクリックするか、またはページですべての VLAN
を選択するための最上部チェックボックスを選択します。

ステップ 4 [Apply]をクリックします。
変更が保存され、ダイアログボックスが閉じます。
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第 4 章

vNIC

• vNICテンプレート, 33 ページ

• デフォルトの vNIC動作ポリシー, 34 ページ

vNIC テンプレート
[Templates]パネルで、システムにインストールされているすべてのテンプレートのリストから
vNICを選択できます。

リストは [Type]、[Usage Status]、および [Org]でフィルタリングして可用性と使用状況データを表
示することができます。

vNIC テンプレートの作成または編集
特定の vNICテンプレートを編集するには、検索バーに「vNIC Template」と入力して、編集する
vNICテンプレートを探します。

Cisco UCS Managerで作成したローカルサービスプロファイルでグローバル vNICを使用でき
ます。

（注）

ステップ 1 [Actions]バーで次のように入力します。で「Create vNIC Template」と入力して、Enterを押します。

ステップ 2 [vNIC Template]ダイアログボックスで [Basic]をクリックして、次の手順を実行します。
a) vNICテンプレートを作成する [Organization]を選択します。
b) [Name]と [Description]を入力します。
c) [Type]、[Fabric ID]、および [Fabric Failover]のオプションを選択し、[MTU]を入力します。
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d) [CDN Source]を選択します。ユーザ定義名を使用する場合は、[User Defined CDN Name]も入力する必
要があります。

ステップ 3 [MAC Address]をクリックして、MACアドレスを選択します。
MACアドレスプールを割り当てなかった場合は、システムがデフォルトを割り当てます。

ステップ 4 [VLANs]をクリックして、この vNICテンプレートに使用する VLANを追加します。

ステップ 5 [Policies]をクリックして、この vNICテンプレートに使用するポリシーを割り当てます。
ポリシーが割り当てられていない場合は、それぞれのポリシーをクリックします。右側で、ドロップダウ

ンをクリックして関連するポリシーを表示し、この vNICテンプレートに必要なものを選択します。

ステップ 6 [Create]をクリックします。

デフォルトの vNIC 動作ポリシー
デフォルトの vNIC動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vNICの作成方法を設定
できます。vNICSを手動で作成することもできますし、自動的に作成することもできます。

デフォルトの vNIC動作ポリシーを設定して、vNICの作成方法を定義することができます。次の
いずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルに Cisco UCS Centralはデフォルトの vNICを作成しません。
すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vNICを必要とし、何も明示的に定義されていない場
合、Cisco UCS Centralはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストールされ
たアダプタに基づいて必要な vNICを作成します。

vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合、[HW Inherit]がデフォルトで使用されま
す。

（注）

vNIC のデフォルト動作の設定
vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合、[HWInherit]がデフォルトで使用されます。

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
ルート組織ではデフォルトの vNIC動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織ではデフォルトの vNIC
動作ポリシーは設定できません。
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ステップ 3 [Default vNIC Behavior]を右クリックし、[Properties]を選択します。

ステップ 4 [Properties (Default vNIC Behavior)]ダイアログボックスで [Action]を選択し、オプションの [vNIC Template]
を選択します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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第 5 章

ネットワークプール

• MACプール, 37 ページ

MAC プール
MACプールは、ネットワーク ID（MACアドレス）の集まりです。MACアドレスはレイヤ 2環
境では一意で、サーバのvNICに割り当てることができます。CiscoUCSCentralで作成されたMAC
プールは、Cisco UCSドメイン間で共有できます。サービスプロファイルでMACプールを使用
する場合は、サービスプロファイルに関連付けられたサーバで使用できるようにMACアドレス
を手動で設定する必要はありません。

マルチテナント機能を実装しているシステムでは、組織階層を使用して、このMACプールが特
定のアプリケーションまたはビジネスサービスでのみ使用できるようにすることができます。

Cisco UCS Centralは、名前解決ポリシーを使用してプールからMACアドレスを割り当てます。

サーバにMACアドレスを割り当てるには、vNICポリシーにMACプールをインクルードする必
要があります。その後、この vNICポリシーは、このサーバに割り当てられたサービスプロファ
イルに含められます。

独自のMACアドレスを指定することもできますし、シスコにより提供されたMACアドレスのグ
ループを使用することもできます。

MAC プールの作成と編集
MACプールを作成したら、選択したMACプールの総括ページで [Edit]アイコンを選択すること
によって、それを編集することができます。MACプールを選択するには、[All Pools]ページにア
クセスして、編集するMACプールを選択します。ページから、選択したMACプールの総括ペー
ジにリダイレクトされます。

ステップ 1 タスクバーで、「Create MAC Pool」を入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create MAC Pool]ダイアログボックスが開きます。
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ステップ 2 [Basic]で、次の手順を実行します。
a) [Organization]ドロップダウンリストからは、MACプールを作成またはアクセスする組織またはサブ
組織を選択します。

b) プールの名前と説明を入力します。

ステップ 3 [MAC Blocks]で、次の手順を実行します。
a) プラスアイコンをクリックして、MACアドレスブロックを作成します。
b) [MAC Block Start]列に、ブロック内の最初のMACアドレスを入力します。
c) [Size]列に、ブロック内のMACアドレスの数を入力します。
d) [Apply]アイコンをクリックします。

MACプールに関連したその他のフィールドが表示されます。

e) [MAC Addresses]で、プール内のMACアドレスの数、割り当てられたMACアドレスの数、重複する
MACアドレス、およびMACサマリーをグラフで表示できます。

f) [Access Control]で、このブロックに適用する ID範囲アクセスコントロールポリシーを選択します。
ポリシーが存在しない場合は、タスクバーで「Create ID Range Access Control Policy」と入力すること
によって、ポリシーを作成することができます。

ステップ 4 [Create]をクリックします。

次の作業

MACプールは、vNICテンプレートにインクルードします。

プールの削除

プールを削除すると、Cisco UCS Centralは、Cisco UCS Managerで vNICまたは vHBAに割り当て
られたアドレスをそのプールから再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済

みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

ステップ 1 ナビゲーションバーで、[Search]アイコンをクリックして、[Pools]を選択します。
これにより、[All Pools]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Pool Name]カラムで、削除するプールを見つけます。
次のいずれかの方法でプールを検索できます。

•プールのリストを参照します。
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• [Search]アイコンをクリックして、プール名を入力します。

• [Filters]カラムからプールタイプを選択します。

ステップ 3 プールをダブルクリックします。

これにより、選択されたプールの総括ページが開きます。

ステップ 4 削除アイコンをクリックします。

Cisco UCS Centralに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Delete]をクリックします。
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第 6 章

ネットワークポリシー

• ネットワーク制御ポリシー, 41 ページ

• イーサネットアダプタポリシー, 43 ページ

• ダイナミック vNIC接続ポリシー, 45 ページ

• usNIC接続ポリシーの作成または編集, 46 ページ

• LANおよび SAN接続ポリシーについて, 47 ページ

• 単一方向リンク検出（UDLD）, 51 ページ

• フロー制御ポリシー, 54 ページ

• ネットワーク制御ポリシー, 56 ページ

• Quality Of Serviceポリシー, 57 ページ

• ID範囲アクセスコントロールポリシー, 58 ページ

• VMQ接続ポリシー, 59 ページ

ネットワーク制御ポリシー
このポリシーは Cisco UCSドメインのネットワーク制御を設定するもので、次の設定も含まれま
す。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）がイネーブルか、ディセーブルか

•エンドホストモードで使用できるアップリンクポートが存在しない場合の、仮想インター
フェイス（VIF）の動作方法

•関連付けられているボーダーポートの障害時に、リモートイーサネットインターフェイス、
vEthernetインターフェイス、または vFibreチャネルインターフェイスで Cisco UCS Central
が実行するアクション
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•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に複数の異なるMACアドレスをサーバ
が使用できるかどうか

• MAC登録を VNICごとに実行するか、またはすべての VLANに対して実行するか

[アップリンクのアクションに失敗しました] プロパティ

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシー内の [アップリンクのアクションに失敗しました]プ
ロパティは、リンクダウンの値を使用して設定されます。Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードなどのアダプタの場合、このデフォルトの動作では、関連付けられたボーダポートに障

害が発生した場合に、Cisco UCS Centralに対して vEthernetまたは vFibreチャネルインターフェイ
スをダウンさせるように指示します。Cisco UCS CNAM72KR-Qや Cisco UCS CNAM72KR-Eなど
の、イーサネットとFCoEトラフィックの両方をサポートするVM-FEX非対応の統合型ネットワー
クアダプタを使用する Cisco UCSシステムの場合、このデフォルトの動作では、関連付けられた
ボーダポートに障害が発生した場合に、Cisco UCS Centralに対してリモートイーサネットイン
ターフェイスをダウンさせるように指示します。このシナリオでは、リモートイーサネットイン

ターフェイスにバインドされている vFibreチャネルインターフェイスもダウンします。

このセクションに記載されている VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタのタイプが
実装に含まれ、そのアダプタがイーサネットと FCoEの両方のトラフィックを処理することが
予想される場合は、警告の値を使用して [アップリンクのアクションに失敗しました]プロパ
ティを設定することをお勧めします。ただし、この設定にすると、ボーダポートがダウンし

た場合に、イーサネットチーミングドライバでリンク障害を検出できなくなる場合がありま

す。

（注）

MAC 登録モード

MACアドレスは、ネイティブ VLANでのみデフォルトでインストールされます。これにより、
ほとんどの実装で VLANポート数が最大になります。

トランキングドライバがホスト上で実行され、インターフェイスが無差別モードになってい

る場合、MAC登録モードをすべての VLANに設定することをお勧めします。
（注）

ネットワーク制御ポリシーの作成

Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）用のMACアドレスベースのポートセキュ
リティはサポートされません。MACアドレスベースのポートセキュリティがイネーブルになっ
ている場合、ファブリックインターコネクトにより、最初にそれが学習したMACアドレスが含
まれるパケットにトラフィックが制限されます。これは、FCoE InitializationProtocolパケットで使
用される送信元MACアドレスか、イーサネットパケットのMACアドレスのうち、アダプタに
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よって最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEパケットとEthernetパケットの
いずれかがドロップされることがあります。

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [Create Memory Qualification]を右クリックし、[Create Network Control Policy]を選択します。

ステップ 4 [Create Network Control Policy]ダイアログボックスで、[Name]と説明（任意）を入力します。

ステップ 5 [CDP]、[MAC Register Mode]、[Action on Uplink Fail]を選択します。

ステップ 6 [MAC Security]領域で、偽装MACアドレスの許可または拒否を選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの削除

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [Network Control Policies]を展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Central GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

イーサネットアダプタポリシー
イーサネットアダプタポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、アダプタのホスト側

の動作を制御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更で

きます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張
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• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

Cisco UCSには、デフォルトで、イーサネットアダプタポリシーのセットが用意されています。
これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレーティングシステムにおける推奨設

定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらのポリシーに影響されます。通常、ス

トレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求します。ベンダーが提供しているサ

ポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

（注）

デフォルトのWindowsアダプタポリシーを使用するのではなく、Windowsオペレーティングシ
ステム用のイーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動
作する値を計算する必要があります。

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9

割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

イーサネットアダプタポリシーの作成と編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create Ethernet Adapter Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Ethernet Adapter Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、[Organization]ドロップダウンリストから、イーサネットアダプタポリシーを作成する場所を
選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。

ステップ 4 [Resources]で、次の手順を実行します。
a) [Transmit Queues]で、割り当てる送信キューリソースの数を入力します。
b) [Transmit Queue Ring Size]に、送信キュー内の記述子の数を入力します。
c) [Receive Queues]に、割り当てる受信キューリソースの数を入力します。
d) [Receive Queues Ring Size]で、受信キュー内の記述子の数を入力します。
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e) [Completion Queues]で、割り当てる完了キューリソースの数を入力します。一般的に、割り当てる完
了キューリソースの数は、送信キューリソースの数と受信キューリソースの数の合計と一致する必要

があります。

f) [Interrupts]に、割り当てる割り込みリソースの数を入力します。通常、この値は、完了キューリソー
スの数と同じにします。

ステップ 5 [Settings]で、次の手順を実行します。
a) [Transmit Checksum Offloading]、[Receive Checksum Offloading]、[TCP Segmentation Offloading]、[Large

TCPReceiveOffloading]、[Receive Side Scaling]、[Virtual Extensible LAN (VXLAN)]、[RDMAover Converged
Ethernet (RoCE)]、[Accelerated Receive Flow Steering (ARF)]、および [NVGRE]を有効にするかどうかを
選択します。

b) [Interrupt Mode]を選択します。
c) [Interrupt Timer]値をマイクロ秒単位で入力します。
d) [Interrupt Coalescing Type]を選択します。
e) [Failback Timeout]を秒単位で入力します。

ステップ 6 [Create]をクリックします。

ダイナミック vNIC 接続ポリシー
ダイナミック vNIC接続ポリシーは、VMとダイナミック vNICの間の接続を設定する方式を決定
します。VMがインストール済みでダイナミック vNICが設定された VICアダプタを使用してい
るサーバを含んだ Cisco UCSドメインには、このポリシーが必要です。

イーサネットアダプタポリシー

各ダイナミック vNIC接続ポリシーには、イーサネットアダプタポリシーが含まれており、ポリ
シーを含むサービスプロファイルに関連付けられた任意のサーバに対して設定できる vNICの数
を指定します。

サーバの移行

ダイナミック vNICが設定されているサーバを、またはその他の移行ツールを使用して移行す
ると、vNICが使用するダイナミックインターフェイスで障害が発生し、Cisco UCS Centralに
よってその障害が通知されます。

サーバが復旧すると、CiscoUCSCentralはサーバに新しいダイナミックvNICを割り当てます。
ダイナミック vNIC上のトラフィックを監視している場合、監視元を再設定する必要がありま
す。

（注）
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ダイナミック vNIC 接続ポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [Dynamic vNIC Connection Policies]を右クリックし、[Create Dynamic vNIC Connection Policy]を選択しま
す。

ステップ 4 [Create Dynamic vNICConnection Policy]ダイアログボックスで、[Name]、説明（任意）、[Naming Prefix]、
および [Number of Dynamic vNICs]を入力します。

ステップ 5 ドロップダウンリストから [Adapter Policy]を選択し、[Protection]レベルを設定します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの削除

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [Dynamic vNIC Connections Policies]を展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Central GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

usNIC 接続ポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create usNIC Connection Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create usNIC Connection Policy]ダイアログボックスが開きます。

   Cisco UCS Central ネットワーク管理ガイド、リリース 1.4
46

ネットワークポリシー

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの作成



ステップ 2 [Organization]をクリックして、ポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 作成する usNICの数を [Number of usNICs]に入力します。

ステップ 5 usNICに指定するアダプタポリシーを [Adapter Policy]で選択します。

ステップ 6 [Create]をクリックします。

LAN および SAN 接続ポリシーについて
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別
します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれ、複数のサーバを設定するために使用できるので、静的 IDを接続ポリシーで使用す
ることはお勧めしません。

（注）

LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワークまたはストレージ権限のないユーザがネットワークおよびス

トレージ接続をしているサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートを作

成および変更することが可能になります。ただし、ユーザは接続ポリシーを作成するための適切

なネットワークおよびストレージの権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークおよびストレージ構成と同じ権限を必要とします。たとえば、

接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも 1つを有している必要があります。

• [admin]：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• [ls-server]：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• [ls-network]：LAN接続ポリシーを作成できます

• [ls-storage]：SAN接続ポリシーを作成できます
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接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイル
またはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute権限
しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

LAN 接続ポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create LAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 4 [Create LAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、[Name]と説明（任意）を入力します。

ステップ 5 vNICを LAN接続ポリシーに追加するには、[vNICS]領域の [Create vNIC]をクリックします。
作成した vNICが [vNIC]テーブルに追加されます。

ステップ 6 iSCSI vNICを LAN接続ポリシーに追加するには、[iSCSI vNICS]領域の [Create iSCSI vNIC]をクリックし
ます。

作成した iSCSI vNICが [iSCSI vNIC]テーブルに追加されます。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

LAN 接続ポリシー用の vNIC の作成

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]を展開します。

ステップ 4 vNICを作成する LAN接続ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNICs]領域で [Create vNIC]をクリックします。

ステップ 7 既存の vNICテンプレートを使用するには、[Create vNIC]ダイアログボックスで名前を入力し、[MAC
Address Assignment]を選択して [Use vNIC Template]チェックボックスをオンにします。
この領域ではMACプールを作成することもできます。
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ステップ 8 [Details]領域で、[Fabric ID]を選択し、使用する VLANを選択し、[MTU]を入力します。

ステップ 9 [Pin Group]領域で、[Pin Group Name]を選択します。

ステップ 10 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。
この領域ではしきい値ポリシーを作成することもできます。

ステップ 11 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control Policy]を選択
します。

この領域では、イーサネットアダプタポリシー、QoSポリシー、ネットワーク制御ポリシーを作成する
こともできます。

ステップ 12 [OK]をクリックします。

LAN 接続ポリシー用の iSCSI vNIC の作成

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]を展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを作成する LAN接続ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [iSCSI vNICs]領域で [Create iSCSI vNIC]をクリックします。

ステップ 7 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、名前を入力し、[Overlay vNIC]、[iSCSI Adapter Policy]、およ
び [VLAN]をドロップダウンリストから選択し、[MAC Address Assignment]を選択します。
このダイアログボックスでは、iSCSIアダプタポリシーとMACプールを作成することもできます。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

LAN 接続ポリシーの削除

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
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サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]を展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Central GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの vNIC の削除

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]を展開します。

ステップ 4 vNICを削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNICs]テーブルで、削除する vNICをクリックします。

ステップ 7 [vNICs]テーブルアイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Central GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの iSCSI vNIC の削除

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。
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ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]を展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [iSCSI vNICs]テーブルで、削除する vNICをクリックします。

ステップ 7 [iSCSI vNICs]テーブルアイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Central GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

単一方向リンク検出（UDLD）
UniDirectional LinkDetection（UDLD）は、光ファイバまたはツイストペアイーサネットケーブル
を通して接続されたデバイスからケーブルの物理設定をモニタリングしたり、単一方向リンクの

存在を検出できるようにするためのレイヤ 2プロトコルです。このプロトコルが単一方向リンク
を正常に識別してディセーブルにするには、接続されたすべてのデバイスでUDLDプロトコルが
サポートされている必要があります。UDLDは、単一方向リンクを検出するとそのリンクを単方
向としてマークします。単一方向リンクは、スパニングツリートポロジループをはじめ、さまざ

まな問題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、レイヤ1メカニズムと連動してリンクの物理ステータスを判断します。レイヤ1では、
物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションによって処理されます。UDLDは、
ネイバーの IDの検知、誤って接続されたインターフェイスのシャットダウンなど、自動ネゴシ
エーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションとUDLDの両方をイネー
ブルにすると、レイヤ 1と 2の検出機能が連動し、物理的および論理的な単一方向接続、および
他のプロトコルの誤動作を防止します。

ローカルデバイスが送信したトラフィックをネイバーが受信するにもかかわらず、ネイバーから

送信されたトラフィックをローカルデバイスが受信しない場合に、単一方向リンクが発生しま

す。

動作モード

UDLDは、2つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブです。
通常モードのUDLDは、光ファイバ接続におけるインターフェイスの誤接続に起因する単一方向
リンクを検出します。アグレッシブモードの UDLDは、光ファイバリンクやツイストペアリン
ク上の片方向トラフィックに起因する単一方向リンク、および光ファイバリンク上のインター

フェイスの誤接続に起因する単一方向リンクも検出できます。

通常モードのUDLDは、光ファイバインターフェイスの光ファイバが誤接続されている場合に単
一方向リンクを検出しますが、レイヤ1メカニズムは、この誤接続を検出しません。インターフェ
イスが正しく接続されていてもトラフィックが片方向である場合は、単一方向リンクを検出する

はずのレイヤ 1メカニズムがこの状況を検出できないため、UDLDは単一方向リンクを検出でき
ません。その場合、論理リンクは不明となり、UDLDはインターフェイスをディセーブルにしま
せん。UDLDが通常モードのときに、ペアの一方の光ファイバが切断されており、自動ネゴシエー
ションがアクティブであると、レイヤ 1メカニズムはリンクの物理的な問題を検出しないため、
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リンクは稼働状態でなくなります。この場合は、UDLDは何のアクションも行わず、論理リンク
は不確定と見なされます。

デフォルトでは、UDLDアグレッシブモードはディセーブルになっています。UDLDアグレッシ
ブモードは、そのモードをサポートするネットワークデバイス間のポイントツーポイントのリン

ク上に限って設定してください。UDLDアグレッシブモードが有効になっている場合、UDLDネ
イバー関係が確立されている双方向リンク上のポートが UDLDパケットを受信しなくなると、
UDLDはネイバーとの接続の再確立を試み、影響を受けたポートを管理シャットダウンします。
アグレッシブモードの UDLDは、2つのデバイス間の障害発生が許されないポイントツーポイン
トリンクの単一方向リンクも検出できます。また、次のいずれかの問題が発生している場合に、

単一方向リンクも検出できます。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方で、トラフィックの送受信
ができない場合。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方がダウン状態で、もう片方
がアップ状態の場合。

•ケーブルのうち 1本の光ファイバが切断されている。

単一方向の検出方法

UDLDは 2つのメカニズムを使用して動作します。

•ネイバーデータベースメンテナンス

UDLDは、すべてのアクティブインターフェイスで Helloパケット（別名アドバタイズメン
トまたはプローブ）を定期的に送信して、他のUDLD対応ネイバーについて学習し、各デバ
イスがネイバーに関しての最新情報を維持できるようにします。スイッチが helloメッセー
ジを受信すると、エージングタイム（ホールドタイムまたは存続可能時間）が経過するま

で、情報をキャッシュします。古いキャッシュエントリの期限が切れる前に、スイッチが新

しい helloメッセージを受信すると、古いエントリが新しいエントリで置き換えられます。

インターフェイスがディセーブルになりUDLDが実行中の場合、インターフェイスでUDLD
がディセーブルになった場合、またはスイッチがリセットされた場合、UDLDは、設定変更
によって影響を受けるインターフェイスの既存のキャッシュエントリをすべてクリアしま

す。UDLDは、ステータス変更の影響を受けるキャッシュの一部をフラッシュするようにネ
イバーに通知するメッセージを 1つまたは複数送信します。このメッセージは、キャッシュ
を継続的に同期するためのものです。

•イベントドリブン検出およびエコー

UDLDは検出メカニズムとしてエコーを利用します。UDLDデバイスが新しいネイバーを学
習するか、または同期していないネイバーから再同期要求を受信すると、接続のUDLDデバ
イス側の検出ウィンドウを再起動して、エコーメッセージを返送します。この動作はすべて

のUDLDネイバーに対して同様に行われるため、エコー送信側では返信エコーを受信するよ
うに待機します。

検出ウィンドウが終了し、有効な応答メッセージが受信されなかった場合、リンクは、UDLD
モードに応じてシャットダウンされることがあります。UDLDが通常モードにある場合、リ
ンクは不確定と見なされ、シャットダウンされない場合があります。UDLDがアグレッシブ
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モードのときは、リンクは単一方向であると見なされ、インターフェイスはシャットダウン

されます。

通常モードにある UDLDが、アドバタイズまたは検出段階にあり、すべてのネイバーのキャッ
シュエントリが期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性
のあるネイバーとの再同期を行います。

アグレッシブモードをイネーブルにしていて、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズまたは

検出段階で期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性のあ
るネイバーとの再同期を行います。高速な一連のメッセージの送受信後に、リンクステートが不

確定のままの場合、UDLDはポートをシャットダウンします。

UDLD 設定時の注意事項
次のガイドラインと推奨事項は、UDLDを設定する場合に該当します。

• UDLD対応インターフェイスを別のスイッチのUDLD非対応ポートに接続すると、そのUDLD
対応インターフェイスも単方向リンクを検出できなくなります。

•モード（通常またはアグレッシブ）を設定する場合、リンクの両側に同じモードを設定しま
す。

• UDLDは、UDLD対応デバイスに接続されているインターフェイスでのみ有効にする必要が
あります。次のインターフェイスタイプがサポートされます。

◦イーサネットアップリンク

◦ FCoEアップリンク

◦イーサネットアップリンクポートチャネルメンバ

◦ FCoEアップリンクポートチャネルメンバ

UDLD リンクポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create UDLD Link Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create UDLD Link Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Organization]をクリックして、ポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [Admin State]を有効にするかどうかを選択します。

ステップ 5 [Mode]を選択します。次のいずれかになります。
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• [Normal]：UDLDは、光ファイバ接続におけるインターフェイスの誤接続に起因する単一方向リンク
を検出できます。

• [Aggressive]：UDLDは、光ファイバリンクとツイストペアリンク上の片方向トラフィックに起因す
る単一方向リンク、および光ファイバリンク上のインターフェイスの誤接続に起因する単一方向リ

ンクを検出できます。

ステップ 6 [Create]をクリックします。

リンクプロファイルの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create Link Profile」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Link Profile]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、[Organization]をクリックして、リンクプロファイルを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [UDLD Link]で、リンクプロファイルに関連付ける UDLDリンクポリシーを選択します。

ステップ 5 [Save（保存）]をクリックします。

フロー制御ポリシー
フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイン
のアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信するかどう
かを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信

側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするには、
両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要があり

ます。Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリンク

イーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効に

なった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アップリンク

イーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワーク

ポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンクポートで

停止します。
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ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの作成または編集

Cisco UCS Managerの [Policy Resolution Control]でグローバルポート設定を選択している場合
は、すべてのローカルフロー制御ポリシーが削除され、Cisco UCS Centralの同じドメイング
ループに属しているグローバルフロー制御ポリシーが Cisco UCS Managerに作成されます。

（注）

ステップ 1 タスクバーで、「Create Flow Control Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Flow Control Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Domain Group Location]をクリックして、ポリシーを作成するドメイングループを選択します。

ステップ 3 [Name]を入力します。
ポリシー名は大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [Priority]を選択します。次のいずれかになります。

• [On]：このファブリックインターコネクト上で PPPを有効にします。

• [Auto]：このファブリックインターコネクト上で PPPを使用するかどうかを決めるために Cisco UCS
とネットワークがネゴシエーションします。

ステップ 5 [Receive]を有効と無効のどちらにするかを選択します。次のいずれかになります。

• [Enabled]：ポーズ要求に従い、そのアップリンクポート上のすべてのトラフィックは、ネットワー
クでポーズ要求が取り消されるまで停止されます。

• [Disabled]：ネットワークからのポーズ要求は無視され、トラフィックフローは通常どおり継続しま
す。

ステップ 6 [Send]を有効と無効のどちらにするかを選択します。次のいずれかになります。

• [Enabled]：着信パケットレートが高くなり過ぎると、 Cisco UCSからポーズ要求がネットワークに
送信されます。ポーズは数ミリ秒有効になった後、通常のレベルにリセットされます。

• [Disabled]：パケット負荷に関係なくポート上のトラフィックが通常どおり流れます。

ステップ 7 [Save（保存）]をクリックします。
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ネットワーク制御ポリシー
このポリシーは Cisco UCSドメインのネットワーク制御を設定するもので、次の設定も含まれま
す。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）がイネーブルか、ディセーブルか

•エンドホストモードで使用できるアップリンクポートが存在しない場合の、仮想インター
フェイス（VIF）の動作方法

•関連付けられているボーダーポートの障害時に、リモートイーサネットインターフェイス、
vEthernetインターフェイス、または vFibreチャネルインターフェイスで Cisco UCS Central
が実行するアクション

•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に複数の異なるMACアドレスをサーバ
が使用できるかどうか

• MAC登録を VNICごとに実行するか、またはすべての VLANに対して実行するか

[アップリンクのアクションに失敗しました] プロパティ

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシー内の [アップリンクのアクションに失敗しました]プ
ロパティは、リンクダウンの値を使用して設定されます。Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードなどのアダプタの場合、このデフォルトの動作では、関連付けられたボーダポートに障

害が発生した場合に、Cisco UCS Centralに対して vEthernetまたは vFibreチャネルインターフェイ
スをダウンさせるように指示します。Cisco UCS CNAM72KR-Qや Cisco UCS CNAM72KR-Eなど
の、イーサネットとFCoEトラフィックの両方をサポートするVM-FEX非対応の統合型ネットワー
クアダプタを使用する Cisco UCSシステムの場合、このデフォルトの動作では、関連付けられた
ボーダポートに障害が発生した場合に、Cisco UCS Centralに対してリモートイーサネットイン
ターフェイスをダウンさせるように指示します。このシナリオでは、リモートイーサネットイン

ターフェイスにバインドされている vFibreチャネルインターフェイスもダウンします。

このセクションに記載されている VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタのタイプが
実装に含まれ、そのアダプタがイーサネットと FCoEの両方のトラフィックを処理することが
予想される場合は、警告の値を使用して [アップリンクのアクションに失敗しました]プロパ
ティを設定することをお勧めします。ただし、この設定にすると、ボーダポートがダウンし

た場合に、イーサネットチーミングドライバでリンク障害を検出できなくなる場合がありま

す。

（注）

MAC 登録モード

MACアドレスは、ネイティブ VLANでのみデフォルトでインストールされます。これにより、
ほとんどの実装で VLANポート数が最大になります。
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トランキングドライバがホスト上で実行され、インターフェイスがプロミスキャスモードに

なっている場合、Mac登録モードをすべての VLANに設定することをお勧めします。
（注）

ネットワーク制御ポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create Network Control Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create Network Control Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Organization]をクリックして、ポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [Cisco Discovery Protocol (CDP)]を有効にするかどうかを選択します。

ステップ 5 [Action on Uplink Failure]、[MAC Address Registration]、および [MAC Address Forging]の値を選択します。

ステップ 6 [Link Layer Discovery Protocol (LLDP) Transmit]および [Link Layer Discovery Protocol (LLDP) Receive]を有効
にするかどうかを選択します。

ステップ 7 [Create]をクリックします。

Quality Of Service ポリシー
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQualityOfService
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。

QoS ポリシーの作成

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。
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ステップ 3 [QoS Policies]を右クリックして [Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 4 [Create QoS Policy]ダイアログボックスで、[Name]と説明（任意）を入力します。

ステップ 5 [Egress]領域で [Priority]を選択し、[Burst(Bytes)]と [Rate(Kbps)]を入力し、[Host Control]を選択します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

QoSポリシーは、vNICまたは vHBAテンプレートにインクルードします。

QoS ポリシーの削除

ステップ 1 メニューバーで、[Network]をクリックします。

ステップ 2 [Navigation]ペインで、[Network] > [Policies] > [root]を展開します。
サブ組織のポリシーを作成するか、またはポリシーにアクセスする場合は、[Sub-Organizations] >
[Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [QoS Policies]を展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Central GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ID 範囲アクセスコントロールポリシー
ID範囲アクセスコントロールポリシーを使用して、特定のドメイングループで利用できるプー
ルを制限します。アクセスコントロールポリシーをプールに適用すると、選択したドメイング

ループだけがそれらのプールにアクセスできます。

ID 範囲アクセスコントロールポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで「Create ID Range Access Control Policy」と入力して、Enterを押します。
これにより、[Create ID Range Access Control Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Basic]で、[Organization]をクリックして、ポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
大文字と小文字が区別されます。
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ステップ 4 [Domain Groups]で [Add]をクリックして、このポリシーと関連付けられている [Permitted Domain Groups]
を選択します。

ステップ 5 [Create]をクリックします。

VMQ 接続ポリシー
VMQにより、管理オペレーティングシステム全体のネットワークパフォーマンスが向上します。
Cisco UCS Centralから、サービスプロファイルに vNICに対する VMQ接続ポリシーを作成でき
ます。サーバのサービスプロファイルでVMQ vNICを設定するには、サーバ内の少なくとも 1つ
のアダプタが VMQをサポートしている必要があります。以下のアダプタのうち少なくとも 1つ
がサーバにインストールされていることを確認してください。

• UCS-VIC-M82-8P

• UCSB-MLOM-40G-01

• UCSC-PCIE-CSC-02

VMQを使用するには、次のいずれかのオペレーティングシステムが必要です。

• Windows 2012

• Windows 2012 R2

サービスプロファイルの vNIC接続ポリシーを選択するときには、vNICに対して 3つのオプショ
ン（ダイナミック、usNIC、VMQ接続ポリシー）のいずれか 1つを選択してください。サービス
プロファイルで 1度に適用できる vNIC接続ポリシーは 1つだけです。

サービスプロファイルの vNICに対して VMQポリシーを選択した場合は、サービスプロファイ
ルで次の設定も行う必要があります。

• BIOSポリシーで [SRIOV]を選択する。

•アダプタポリシーで [Windows]を選択する。

VMQ vNIC接続ポリシーを設定するには、次の作業を実行します。

• VMQ接続ポリシーの作成

•サービスプロファイルでのスタティック vNICの作成

• vNICへの VMQ接続ポリシーの適用
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VMQ 接続ポリシーの作成または編集

ステップ 1 タスクバーで、「Create VMQ Connection Policy」と入力して、Enterキーを押します。
これにより、[Create VMQ Policy]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Organization]をクリックして、ポリシーを作成する場所を選択します。

ステップ 3 [Name]とオプションの [Description]を入力します。
大文字と小文字が区別されます。

ステップ 4 [Number of VMQs]フィールドに、1～ 128の数字を入力します。

ステップ 5 [Number of Interrupts]フィールドに、1～ 128の数字を入力します。

ステップ 6 [Create]をクリックします。

次の作業

vNIC、vNICテンプレート、または LAN接続ポリシーに VMQ接続ポリシーを関連付けます。
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